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TiDBについて
簡単にご紹介



+リアルタイム分析能⼒
ビルトインDWH

ミッションクリティカルな
ワークロードをスケーラブルに

⽔平分散 ⾼可⽤性

⾼い⼀貫性 MySQL互換

とは

高速分析 リアルデータ

自動同期 組み込み型

MySQL互換のオープンソースの分散型データベースで、無停⽌での⽔平スケールや、DWH
機能の内包といった機能を備えています。
従来のRDBMSに⽐べ、設計‧運⽤⾯での負担の少なさと⾼い可⽤性が特徴です。



TiDBの導⼊実績

ワールドワイドで3000社
以上の基幹業務システム
で採⽤されています

特に⾦融、インターネッ
ト、Software&SaaS、
ゲーム業界を中⼼に採⽤
実績が増加しています

弊社事例ページに詳細ご
ざいますので、是⾮ご覧
ください

https://pingcap.co.jp/case-study/

https://pingcap.co.jp/case-study/


API/Skillを活⽤し、利⽤
開始から開発までAIで利⽤した分だけの課⾦

すぐ⽴ち上がり

Zero Friction従量課⾦

リレーショナル
+ ベクトル検索
+ 全⽂検索

応じて⾃動的に拡張

マルチモデル
AIワークロードに

オートスケール

TiDB X: AI時代のデータベース
AIワークロードのためのクラウドネイティブTiDBアーキテクチャ

詳細は
ブースにて

Agentインフラ



組織的なAI活用の背景



AIの急速な進化が製品‧組織にプレッシャー

2023年

GPT-3.5
(4K Context)

2024年

RAGの普及と進化
Graph RAG登場

巨⼤コンテキスト
モデルの競争

2025年10⽉

Agentic AI時代
⾃律的タスク

遂⾏

2026年1⽉

パーソナル
エージェントが

⼈気に

AIモデルの進化

TiDBの進化

chat2query
AIによるSQL⽣成

Data Service
Tool Use API

ベクトル検索
マルチモーダル

TiDB AI
カスタマーサポート

TiDB X
AI時代に向け再設計

メモリの融合
mem9 / drive9

コーディング
エージェントと
MCP / Skills登場

AIネイティブな会社へ

※ この間にも DBコア機能の実装は隔週リリースで進められている



AIの急速な進化が製品‧組織にプレッシャー

 ⾼速な製品開発

激しい競争環境が差別化
のための機能実装を要求

急激に成⻑する顧客（AI
開発企業）からの実装要
望

妥協できない
     安定性
DBにとっては性能‧安定
性は死活問題。⾼速リ
リースとの両⽴が必要

AIの能⼒が向上すること
で、サポートの質‧速度
への暗黙の圧⼒がある

製品開発以外の
業務の増加
製品開発が早くなると、
営業やマーケティング、
サポートなどの⾮開発組
織の負担も増加する

ツールの導⼊（進歩）が
教育に先⾏してしまう

組織的にAIを活⽤することで、これらの対策にならないか



業務毎に特化できるが万人向けではない誰でも使えるが業務特化ではない

組織的なAI活⽤の課題
開発組織のようなAIの恩恵を、⾮開発組織も得るためには？

 AIチャット
AI SaaS

 （議事録等）

カスタム
エージェント

コーディング
エージェント

営業人事 総務
技術
営業

技術
サポート

運用
製品
開発

マーケ

⾮技術職 技術職



本⽇お話する内容について



社内業務でのAI利⽤

● AIツールのパターン
● 業務特化ツールの有⽤性
● エージェントのメリット



AIを開発した製品開発

● ⼤規模コードベースにおける
注意点

● システム領域の品質向上のた
めのAI利⽤



社内業務でのAI活用



社内業務での利⽤で重要なポイント
業務に根ざしていること + 簡単に使えること

【失敗談】

AIネイティブな組織の号令の元、
AIを「活⽤」した事例を収集し展
開しようとしたが‧‧‧

エンジニア環境に依存したもの
や、タスクレベルの効率化は汎⽤
性がない

業務を明確に、ユーザビリティを
意識する必要がある



AIツールのパターン


Officeツール∕SaaS AIツール

● メールやドキュメントを起点とする
ワークフロー

● 議事録、製品デモ作成、ブログ翻訳


カスタム（チャット）ボット

● 社内ワークフロー、リマインド
● 通知Bot（チケット作成、クラウド利

⽤状況）

 カスタムAIエージェント
● サポートエージェント
● 障害解析エージェント
● ランディングページ作成


コーディングエージェント

● 検証環境作成‧検証
● 開発での利⽤（コーディング、テス

ト）
● Skills / Toolsハーネス

汎用 業務特
化

簡単

複雑

構築

構築



AIツールのパターン 〜 業務で使うチャットボット


Officeツール∕SaaS AIツール

● メールやドキュメントを起点とする
ワークフロー

● 議事録、製品デモ作成、ブログ翻訳


カスタム（チャット）ボット

● 社内ワークフロー、リマインド
● 通知Bot（チケット作成、クラウド利

⽤状況）

 カスタムAIエージェント
● サポートエージェント
● 障害解析エージェント
● ランディングページ作成


コーディングエージェント

● 検証環境作成‧検証
● 開発での利⽤（コーディング、テス

ト）
● Skills / Toolsハーネス

汎用 業務特
化

簡単

複雑

構築

構築



社内ツール（ボット）の例
誰もが使うチャットツールを通じて、抵抗なくAIツールを活⽤できる

ワークフローチャットボット

クラウド資産管理・申請をチャッ
トで可能に。棚卸しも自動化

TiDB AI Assistant

TiDBの全ドキュメントをGraph RAG化技術
的な質問に回答する。

各種通知 Bot

クラスタ操作やクラウ
ド料金などを通知して
行動を促す



カスタム（チャット）ボットのメリットと課題
⼿軽な⾃動化ソリューションとして便利だが、複雑な業務⽀援には⾜りない


メリット

● チャットインターフェースの使いや
すさ

● 作成が⽐較的容易で、導⼊も簡単。
チーム‧部署レベルでの活⽤がしや
すい

● 通知がチャットに統⼀され、通知効
果が⾼い


課題

● コンテキストがチャットスレッドに
なり、業務と⼀致しない

● UIがシンプルなため履歴や⼀覧機能
が弱い（専⽤画⾯遷移などの⼯夫が
必要）

● 通知への慣れ対策として、異常値の
み通知するなどの設計が不可⽋



AIツールのパターン 〜 カスタムAIエージェント


Officeツール∕SaaS AIツール

● メールやドキュメントを起点とする
ワークフロー

● 議事録、製品デモ作成、ブログ翻訳


カスタム（チャット）ボット

● 社内ワークフロー、リマインド
● 通知Bot（チケット作成、クラウド利

⽤状況）

 カスタムAIエージェント
● サポートエージェント
● 障害解析エージェント
● ランディングページ作成


コーディングエージェント

● 検証環境作成‧検証
● 開発での利⽤（コーディング、テス

ト）
● Skills / Toolsハーネス

汎用 業務特
化

簡単

複雑

構築

構築



カスタムAIエージェントの例：障害調査
複数のTool（API）やSkillを利⽤した複雑な業務を⽀援する

問合せのあったクラスタの
● 基本情報
● メトリクス
● ログ

を収集し、

● TiDBトラブルシュート
● 過去KB
● などの多数のSkill

を元に根本原因分析を⾏い、JIRA
への記⼊まで⾏う



障害調査エージェント導⼊前のフロー

顧客

チケット

⼀次受け

メトリクス ログ KB

ディス
パッチャ

チケット

⼆次受け
TiDB

⼆次受け
TiKV

再現確認

⼆次受け
Cloud

Issues 開発チーム

バグが疑われる場合

調査‧報告‧検
証を同時に⾏う

ツールの散在、バー
ジョンの違い

セットアップ
に時間がかか
る

担当が不明、
不適切



障害調査エージェント導⼊後のフロー

顧客

チケット

⼀次受け

メトリクス ログ KB

ディス
パッチャ

チケット

⼆次受け
TiDB

⼆次受け
TiKV

再現確認

⼆次受け
Cloud

Issues 開発チーム

バグが疑われる場合

コーディング
エージェント

ドラフト

推定済みの
障害コンポーネ

ント

障害調査
エージェント



利⽤を促進し、エージェントを強化する

組織として使う：共有∕スキルハブ

コンテキスト共有機能

コンテキストを共有して、チームで
調査を⾏う。開発へのバグ報告にも
有⽤。

スキルハブ

スキルを選択したり、アップロード
してカスタマイズ。ロールに応じて
利⽤できるように。



カスタムエージェントは、単なる⾃動化ではない

 ベストプラクティスからスタート
● 必要な情報を⼀度に取得するためのToolを⽤意
● 分析シナリオに沿ったSkillを⽤意 (障害分析/

チューニング等)

 「単純な転記作業」の代⾏
● メトリクスやログのキャプチャを⾃動化
● JIRAの記載（ドラフト）も⾏い、ツール間コピペ

がないようにしている

 分析コンテキストを共有
● 開発チームへの詳細なレポートを⾃動⽣成
● 分析プロセスを可視化し、スムーズな引き継ぎを

実現

 暗黙知から形式知へ
● スキルのカスタマイズ‧アップロード機能を提供
● チーム内でのナレッジ公開‧再利⽤を促進

組織の経験を次の実⾏に活かすエンジン




Officeツール∕SaaS AIツール


カスタム（チャット）ボット

 カスタムAIエージェント


コーディングエージェント

役⽴つことが分かると、さらに多くのユーザーや場⾯で利⽤できる

● チャットでも問合せを可能に
● モバイルから依頼できる

● CLI / Skillで呼び出し可能に
● 複数のチケットを仕分け、同時並

⾏で調査（基盤インシデント等）

ユーザー層∕利⽤場⾯の拡⼤



AIツールのパターン 〜 コーディングエージェント


Officeツール∕SaaS AIツール

● メールやドキュメントを起点とする
ワークフロー

● 議事録、製品デモ作成、ブログ翻訳


カスタム（チャット）ボット

● 社内ワークフロー、リマインド
● 通知Bot（チケット作成、クラウド利

⽤状況）

 カスタムAIエージェント
● サポートエージェント
● 障害解析エージェント
● ランディングページ作成


コーディングエージェント

● 検証環境作成‧検証
● 開発での利⽤（コーディング、テス

ト）
● Skills / Toolsハーネス

汎用 業務特
化

簡単

複雑

構築

構築



MVPを現場でエンジニアと作る∕使う

プレスリリース‧Blog公開レビューSkill

⾮技術職にコーディングエージェント
は敷居が⾼い‧‧‧

● 技術職との接点を活⽤して、技術
職にやってもらう

● オフィスにいる技術職に作っても
らう

社外公開記事で必ず発生する技術レビューの際
に、GTM Skillを読み込ませたClaude Codeでレ
ビュー。マーケティング観点の一連のチェックも合
わせて実施する



AI利⽤を通じて得た教訓
● 業務を理解してAIを利⽤することが重要

○ 業務に密接に関連していなければ利⽤されない
● カスタムエージェントが業務適⽤の鍵

○ Skill/Toolが組織の経験知の塊
○ 継続的に更新‧デプロイする仕組み

● 共有を意識する
○ チームでの利⽤と、エージェントの進化を促進



開発組織でのAI利用



「AI ファースト」とは

開発の過程でAI
の需要を発見

TiDB を AI データ
ベースにする



開発におけるAIの使⽤範囲

既存製品

新規製品

品質管理を中⼼に

⾼いテストカバレッジと強⼒な可観測性に活⽤
エージェントの成果を安定させることができる

コーディングエージェントをバディとして

迅速に新製品を開発‧試作し、検証成功後に
市場投⼊する



200万⾏のコードとAI エージェント

TiDB (Golang)
4,000+ ファイル

1,500,000+ ⾏コード

TiKV (Rust)
1,000+ ファイル

500,000+ ⾏コード



エージェント型の開発スタイル 😮

TiDBの性能
を向上させる

メモリインデックス、
トランザクションエンジン、
スケジューリングフレーム
ワーク…
（バラバラな修正）

⼤規模プロジェクトにお
いて、曖昧な指⽰はエー
ジェントの注意を散漫に
させてしまう。

あまりに修正範囲が分散
したコード修正は、レ
ビュアーに拒否される。



エージェント型の開発スタイル 😀

特定のクエリーの性能
を向上させる

クエリー分析
↓

最適化計画を策定する
↓

特定モジュールの最適化

具体的な指⽰を⾏い
最⼩限の変更で問題を解決す
るほうが、⼤規模プロジェク
トの管理要件に合致している



エージェントの作業結果の評価

単体テスト

継続的
インテグレー
ション

CPUプロファイ
リング

評価の結果に基づいて
作業を継続して改善する



エージェントもモジュールが好き

⼈間もエージェントも、
明確なコードの構成が望ましい

⼈間もエージェントも、⼤きな認知的
負荷を抱えることになる



例：TiDBの網羅的なテストケース⽣成

SQLと予測結果セット

SQLと予測結果セット

…

SQL

予測結果セット

実⾏結果セット

⽐較

TiDBはMySQL互換の
DBです。LLMの知識に
基づいて網羅的なテス
トケースを⽣成してく
ださい 7597件ケース



例：TiDBのテストケース⽣成

61件のバグ発⾒ 品質とテストカバレッジを向上7597件ケース



例：TiKV のメモリリークの調査

リークの速度が⾮常に遅いため、
従来のヒーププロファイルでは問題
を観測できない

割り当てられたメモリは send によって別のス
レッドプールに送られ、そのスレッドプールで
解放が忘れられる可能性があり、統合した状態
では調査難易度が⾼い

send

スレッドプール A スレッドプール B



例：TiKV のメモリリークの調査

各モジュールに
ストレステスト

疑わしいコード
モジュール

リークバグを検出
単体テスト作成

バグを修正する

エージェントは、局所的なコー
ド内でバグの原因を発⾒するの
が⾮常に得意

…



⼤規模コードベースでのAI利⽤のまとめ
タスクを細かく分割する

エージェントに⼤きな機能を⼀度に書かせるとレビューが不可能
⼩さく刻んで、素早く進める

⽣成内容をもとにしたフィードバック

エージェントが強いのは仮説⽣成と検証。決して魔法ではない。
「エージェントに答えさせる」のではなく「エージェントに列挙させて
検証させる」

コードベースのモジュール化

インデックス化されたコードベースと最⼩限の再現可能なテスト
普遍的に有効な⼿段



⼤規模プロジェクトにおけるAIの価値

☹不適切なポジショニング

● 使い捨てのコード⽣成マシン
● オーナーの代わりとなり実⾏
● 無限のコンテキストを持つ全知のレ

ビュアー

😀適切なポジショニング

● 仮説を⽣成し検証

● 退屈な変更の⾃動化ツール

● 局所的なコードのロジックを徹底的に
検証する



まとめ



PingCAPのAI利⽤の教訓
● AI活⽤の幅は広いが、なんでもできるわけではない

✗「賢い⾔語モデルがなんでもやってくれる」
✗「アプリを⼊れたら、やり⽅考えてくれる」

● 使ってみて分かる経験知を⼤事にする
○ 使われなくなった経験も重要
○ 共有とSkill化の仕組みを作る

● AIの進化が、組織の進化より早い
○ 使いながら進化していく、適合していく意識が必要



/ 45

Thank You!


